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内容：
かつて優れた技術力を有し、創業から30年以上の会社の7～8割
程度は、現在、たいへん厳しい経営を余儀なくされており、逆に1割
程度の会社は高い収益を維持しながらも成長を続けております。し
かし、一方では創業から間もない会社の一部は、高い収益性と急
速な成長を続けております。

何故、このようなことが起こっているか？そんな疑問から研究は
スタートしました。そして明らかになったことは、企業の収益性と持
続性に必要なのは、「高収益で売れる仕掛けと競争力＝マーケティ
ングと事業戦略」、「優れた収益システム・ビジネスモデル」、「イノ
ベーション」の3つということです。
また、冒頭に書いたような歴史ある会社さんが苦戦している原因
は、「市場が成熟期・衰退期を迎えた」、「代替技術・商品に置き換
えられた」、「イノベーションを怠った」ことによりますが、最も多い要
因で、かつ自分達が気付きづらいものとして、「現代的な戦略経営
（マーケティング・事業戦略）が機能していない」が挙げられます。
つまり、「現在の経営」は「過去の経営」とは、やり方も考え方も変
える必要があり、必要なのは外部に合わせた社内の“変化”です。
企業ごとに必要な変化の方法を確立しているところです。
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